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１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 1

本市では、平成30年度に「都市計画マスタープラン」を策定し、8年が経過することから、現在の香南市を取り社会
経済情勢の変化や施策の実施状況などを踏まえ見直し、まちづくりの具体的な将来ビジョンの確立、課題に応じた整
備方針を定めるため、都市計画マスタープランを改定する。

民間活力の導入を念頭に置いた持続可能な都市づくり、災害に強いまちづくりを推進するため、現状の人口構造や見
通し、都市機能立地の現状把握等を行ったうえで、医療・福祉・商業等の都市機能や居住に係る適正な整備方針や誘
導区域、その実現に向けた施策方針を検討し、立地適正化計画を策定する。

出典：香南市HP

＜30cm津波到達時間予測図＞＜香南市津波ハザードマップ＞ ＜津波浸水予測図＞

＜液状化可能性予測図＞

出典：香南市HP



１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 2

概ね20年後の都市の将来像や都市づくりの目標を示す
とともに、その実現に向けて土地利用や道路・公
園 ・下水道等の都市施設の方針を明らかにすると
いった今後の都市づくりの総合的な指針となるもの。

人口減少や少子高齢化が進行する中、持続的なまち
づくりを目指して、都市計画法を中心とした従来の
土地利用の計画に加えて、居住や都市機能の誘導と
公共交通ネットワークの形成を連携して取り組む
「コンパクト・プラス・ネットワーク」を推進する
もの。

＜都市計画マスタープランとは＞ ＜立地適正化計画とは＞

＜将来都市構造図＞

出典：香南市都市計画マスタープラン（H30.5）

＜コンパクト・プラス・ネットワークのイメージ＞

出典：立地適正化計画制度（国土交通省 R6.4）



１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 3

都市計画マスタープランと立地適正化計画の比較

立地適正化計画都市計画マスタープラン

都市再生特別措置法第81条第1項都市計画法第18条の2根拠法

コンパクト＋ネットワーク型の都市構造への転
換を目的に、医療・福祉・商業、公共交通等の
都市機能や居住を集約する区域を設定し、誘
導を図るもの

将来の都市構造や都市計画（土地利用、都市
施設等）に関する基本方針を示すことにより、
市民や事業者とともに秩序あるまちづくりを
進めていくための指針となるもの

役割

都市計画区域都市計画区域または市町村全域対象区域

都市計画法第18条の2
• 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並びに都市計画区域の整
備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本的な方針（＝都市計画マスタープラ
ン）を定めるものとする。

都市再生特別措置法第81条第1項
• 市町村は、単独で又は共同して、都市計画法第4条第2項に規定する都市計画区域内の区域について、都
市再生基本方針に基づき、住宅及び都市機能増進施設（医療施設、福祉施設、商業施設その他の都市の
居住者の共同の福祉又は利便のため必要な施設であって、都市機能の増進に著しく寄与するものをい
う。）の立地の適正化を図るための計画（＝立地適正化計画）を作成することができる。



１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 4

高知県が広域的な観点から都市計画の方針を定めた「中央圏域都市計画マスタープラン」と、本市の最上位計画であ
る「第2次香南市振興計画」に即するとともに、「香南市地域防災計画」や「香南市地域公共交通計画」といった各
種の関連計画と整合を図りつつ定める。

都市計画マスタープランと立地適正化計画の位置づけ

中央圏域都市計画マスタープラン

〇香南市都市計画マスタープラン
• 全体構想
• 分野別構想
• 地域別構想
• 実現化方策

第2次香南市振興計画

他の関連計画

• 香南市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
• 香南市未来戦略
• 香南市公共施設等総合管理計画

• 香南市地域防災計画
• 香南市地域公共交通計画 等

〇立地適正化計画
• 基本的事項（課題・将来像・期間）
• 計画の内容（誘導区域・誘導施策）
• 実現に向けて（指標・施策の展開・防災指針）

個別計画、個別の施策・事業等

即する

踏まえる

即する

整合
連携

両輪で
まちづくり
を推進



目次構成

第１章 香南市の現況と課題
１-１．香南市の現況と見通し
１-２．上位関連計画
１-３．まちづくりに関する市民意識調査
１-４．まちづくりの基本的課題

5

第３章 地域別構想
３-１．地域区分
３-２．赤岡地域のまちづくりの方針
３-３．香我美地域のまちづくりの方針
３-４．野市地域のまちづくりの方針
３-５．夜須地域のまちづくりの方針
３-６．吉川地域のまちづくりの方針
３-７．地域別構想の推進に向けて

主な改定箇所・ポイント

第４章 実現化方策
４-１．計画の実現に向けた取組
４-２．計画の実現に向けた方策
４-３．計画の評価と見直し

序章 計画の概要

〇本市の現況・特性、土地利用等のデータの時点更新を行い、本市が
抱える課題の整理

〇市民まちづくりアンケート結果の反映

〇地域の現況や特性、課題の整理を踏まえた地域別構想の改定

〇都市計画制度の運用、市民・民間事業者間との協働、計画的かつ効
率的な都市整備のあり方に基づく実現化方策の改定

１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 5

第２章 全体構想
２-１．まちづくりの理念と目標
２-２．分野別方針

〇香南市の現状や特性を踏まえたまちづくりの理念と目標、
分野別方針の設定

都市計画マスタープラン



目次構成

第１章 香南市の現状と取り組むべき課題
１-１．香南市の現状
１-２．上位関連計画
１-３．まちづくりに関する市民意識調査
１-４．まちづくりの基本的課題

6

第３章 誘導区域と誘導施設
３-１．居住誘導区域
３-２．都市機能誘導区域
３-３．誘導施設

主なポイント

第４章 誘導施策と届出制度
４-１．誘導施策
４-２．届出制度

序章 計画の概要

〇各種基礎データの把握・整理、将来見通し及び課題の分析に基づく
本市の都市構造の明確化

〇市民まちづくりアンケート結果の反映

〇特定業務施設等（オフィス、集客施設等）の誘導の位置付け
⇒都市機能の更なる集積・連携による地域活性化を図る。
（R6法改正）

〇居住誘導区域と都市機能誘導区域の視点から施策の方向性の提示

１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 6

第２章 立地適正化計画に関する基本方針
２-１．まちづくりの方針（ターゲット）
２-２．都市づくりの誘導方針（ストーリー）

〇集約型都市構造の実現を念頭に置いた都市全体のまちづくりの観点
による基本方針の設定

第５章 防災指針
５-１．防災指針の概要
５-２．災害リスク分析
５-３．防災上の課題
５-４．防災まちづくりの取組方針

〇災害リスク分析に基づく防災指針の策定
⇒居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市の防災に関する
機能を図るための指針を策定。（R2法改正）

第６章 計画の進捗管理
６-１．計画の進捗管理
６-２．成果目標

立地適正化計画



１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 7

対象範囲は市全域が対象

香南市全域

居住誘導区域

都市機能誘導区域
立地適正化計画
で定める区域

【参考】 都市計画区域等の範囲（イメージ）

■香南市位置図



１.都市計画マスタープラン改定及び立地適正化計画策定の趣旨 8

検討体制

香南市では、本計画の改定に向けて、有識者などで構成される都市計画審議会（都市計画審議会）及び策定委員会、
その下部組織として庁内関連課で構成される「庁内会議」を設置し、関係事業者及び庁内意見等の調整を図りながら
計画策定を推進。

庁内検討体制

庁内会議

意見聴取

アドバイザー

国土交通省

高知県

各専門分野から意見や提

案を行い、担当レベルの

素案としてとりまとめ

都市計画審議会

【市長の諮問機関】

策定委員会
有識者や市関係者等から市素案に対して意
見や提案を行い、計画案としてとりまとめ

計画の検討

市民の意見
反映

説明会

パブリックコメント

検討
事務局

住宅政策課



２.計画のポイント 9

Point 01 現行計画の

評価結果の反映

現都市計画マスタープランに基づ
くこれまでの都市計画等の取組状
況の評価検証結果を踏まえ、改め
て今後の土地利用や都市施設等の
方針を示す。

Point 03 官民連携よる持

続可能な都市運営に向けた

動向を踏まえた計画の策定
人口減少、少子高齢化や都市機能
の分散など、都市が抱える多様な
課題に対しては、行政のみならず
民間の知見や資源を活用した取組
が求められている。

そのため、次期計画では、官民連
携の在り方や先進事例等の動向を
踏まえつつ、持続可能な都市運営
を実現するための方向性を明確に
する。

Point 02 市民意見の反映

市民の生活サービスに対する評価や
集約型のまちづくりに関する意向等
の把握に向け、市民を対象にアン
ケート調査を実施し、市民のまちづ
くりに対する意見を反映。

▲アンケート調査票（案）

▲人口の分布、土地利用現況（H30香南市都市計画マスタープランより）



３．上位・関連計画の整理 10

香南市都市計画マスタープランの改定及び立地適正化計画の策定にあたり、主な上位・関
連計画に関する内容を抜粋・整理。

分野国・県・市名称№

全般高知県中央圏域都市計画マスタープラン（R4.3）1

全般香南市第２次香南市振興計画（2017年度～2026年度）（H29.3）2

交通香南市香南市地域公共交通計画（R8.5改訂）3

全般香南市香南市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（R8.4）4

全般香南市香南市未来戦略～第3期 香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略～（R8.6改訂）5

施設香南市香南市公共施設等総合管理計画（R8.5改訂）6

防災・安全香南市香南市地域防災計画（R8.3）7

環境香南市香南市環境基本計画（R1.3）8

環境香南市第２次香南市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（R5.3）9

住環境香南市香南市過疎地域持続的発展計画（R8.4）10

福祉香南市第３次香南市地域福祉計画・香南市地域福祉活動計画（R5.3）11

防災・安全国土交通省南海トラフ巨大地震モデル報告書（R7.3）12

防災・安全高知県令和７年度[高知県版]南海トラフ地震による最大クラス被害想定13

防災・安全国土交通省災害に強いまちづくり計画（案）（H27.3）14

■上位・関連計画一覧



３．上位・関連計画の整理 11

中央圏域都市計画マスタープラン（平成３０年３月）

令和３年度（2021年度）～令和９年度（2027年度）計画期間

暮らしの安心と豊かなまちづくりを支える地域公共交通
～みんなで支え未来へつなぐ香南市の地域公共交通～

基本理念

【計画の位置付け】
最上位計画である、「第２次香南市振興計画」に即し、「第２
期まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「香南市都市計画マス
タープラン」などとの整合を図り、総合的なまちづくりの一環
として公共交通に係る事項を位置づける計画

香南市地域公共交通計画（令和８年５月改訂）

【計画の位置付け】
都市の発展の動向、人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘
案して、中長期の視点に立った都市の将来像を明確にするとと
もに、その実現に向けての大きな道筋を明らかにする、都市計
画の基本的な方針を示した計画

一曲集中から多極連携へ、高知家・家族圏域づくり
～つながり、育みあう地域づくり～

基本理念

基本方針① ネットワークによる多極連携型まちづくり
基本方針② 安全・安心で住みやすいまちづくり
基本方針③ 地域の資産を活かしたまちづくり

基本方針

適正な土地利用の促進
⇒地区計画、立地適正化計画等の導入を検討

都市機能の適正な配置
⇒各拠点に位置付けた市街地の都市機能の維持、集積を図る

広域道路網の整備促進 等
⇒広域道路網の機能を、効率的に利用できるよう整備を進める

考え方と
方向性

■将来像のイメージ

■基本方針と事業の位置づけ

■地域公共交通ネットワークの
将来イメージ図（案）

■まちづくりの方針図（香南市都市計画区域）
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４．香南市の現状 12

人口

香南市全体の人口は平成22年（2010年）より減少傾向を示しており、令和22年（2040年）には人口が約2.8万人まで
減少すると予測されている。

年少人口及び生産年齢人口が減少している一方で、高齢者人口が増加しており、少子高齢化が進行している。

近年は自然減少の傾向が強まっている一方、社会増減は増加の年が多くなっている。

■年齢別人口の推移

■人口の推移

-207 -243 -247 -193 -233 -178 -258 -289 -300 

223 236 223 231 187 
242 209 209 184 

430 479 470 424 420 420 467 498 
484 

-300

-100

100

300

500

700

-300

-100

100

300

500

700

平成

28年 29年 30年

令和

元年 2年 3年 4年 5年 6年

自然増減

(人)

出生・死亡

(人) 自然増減 出生 死亡

■自然増減の推移
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■社会増減の推移

資料：国勢調査（S60-R2）、国立社会保障・人口問題研究所（R7年以降推計）

実績値 推計値

実績値 推計値

資料：国勢調査（S60-R2）、国立社会保障・人口問題研究所（R7年以降推計）

資料：高知県人口移動調査（～平成18年2月）、高知県市町村別住民基本台帳人口移動（平成18年3月～平成22年）、
高知県推計人口調査（平成23年～）

資料：高知県人口移動調査（～平成18年2月）、高知県市町村別住民基本台帳人口移動（平成18年3月～平成22年）、
高知県推計人口調査（平成23年～）

増加の年が多い
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人口

平成22年から令和2年にかけての人口分布の変化では、のいち駅周辺で人口が増加している一方、海岸沿いの人口は
減少している。

令和2年から令和22年にかけての人口分布の変化では、香南市のほぼ全域で減少に転じると想定される。

■人口分布の変化（500mメッシュ）

資料：国勢調査（平成22年、令和2年） 資料：国勢調査（令和2年）、国立社会保障・人口問題研究所 推計人口（令和2年）

のいち駅周辺で
人口が増加

海岸沿いは
人口が減少

香南市全体で
人口が減少

平成22年→令和2年 令和2年→令和22年
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産業

令和3年の事業所・従業者の分布では、のいち駅、あかおか駅、香我美駅といった駅周辺に事業所・従業者が多く
なっている。

一方で、これら大半の駅周辺における事業所・従業者は、平成28年から令和3年にかけて減少傾向にある。

■事業所の分布

資料：経済センサス活動調査
(平成28年、令和3年)

令和3年 平成28年→令和3年

■従業者の分布

令和3年 平成28年→令和3年

駅周辺に
事業所が集積

駅周辺に
従業者が集積

駅周辺で
事業所が減少

駅周辺で
従業者が減少



５.アンケート 15

市民の生活サービスに対する評価や集約型のまちづくりに関する意向等を把
握することを目的とする。
18歳以上の香南市民を対象に、現在の香南市のまちづくりの満足度や今後の
まちづくりの進め方、日常生活で必要な施設等について設問を設定。

調査目的

18歳以上の香南市民2,000名調査対象

令和8年秋頃（配布期間：2週間程度）調査期間

■調査票（案）■依頼文（案）

郵送配布・郵送回収、WEB形式も併用調査方法

市民アンケートの概要

全22問、13ページ
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アンケートは、都市計画マスタープランで実施した「香南市のまちづくりに関する市民意向調査」の結果からの経年
変化を把握するため、概ね同様の項目とし、さらに立地適正化計画の策定に向け生活環境の満足度・重要度や必要と
される都市機能に関する項目を検討。

アンケートの設問

備考/設問の狙い設問内容設問項目

現行計画で実施した「香南市のまちづくりに関する市民意向調査」の結果と比較し、
経年変化を把握する

土地利用において重要だと思う内容（住宅地、商業地、工業地、農地・森林）

１．まちづくりについて

「香南市のいちインターチェンジ」周辺の将来の土地利用（活用方針）

都市施設の整備について重要だと思う内容（道路・交通、公園・緑地、河川・下水道）

防災対策について重要だと思う内容

都市景観について重要だと思う内容

まちの将来像への希望する内容

現行計画で実施した「香南市のまちづくりに関する市民意向調査」の結果と比較し、
経年変化を把握する

市が進めている「地域まちづくり協議会（自治会）」の取組についての認知度と参加意欲

２．今後のまちづくりの
進め方について

今後のまちづくりの進め方について、市民と行政との関わり方

今後のまちづくりにおける行政の役割について、求めるもの

住み替えを促進するための支援制度に対するニーズを把握する住み替えを行うと仮定した場合の支援制度

満足度の高い項目と対策すべき項目（重要度の低い）を把握し、優先的に対策すべき課題
を把握する

生活環境の満足度・重要度
３．生活環境の満足度・
重要度

定住するために必要な要素を把握する

今後の現在の居住地に住み続けたいか

４．定住意向 これからも住み続けたいと思うか・その理由

今の場所から移りたいと思う主な理由

日常の利用実態を把握する通勤や買い物、通院等の頻度・移動手段・移動時間・将来的な移動に関する不安

５．日常生活での移動や
必要な施設

公共交通を利用するために必要な要素を把握する日常生活で公共交通を利用するためにすべきこと

今後誘導すべき施設を把握する徒歩圏内で行けるところに必要な施設

ハザードエリアにおける居住者の割合を把握する住まいがハザードエリアにあるか

６．災害リスク 災害対策として取り組むべき施策を把握し、防災指針の検討に活用する災害対策として特に優先的に取り組むべき事項

災害リスクの高い場所から安全な場所への住家を促す支援制度の要望を把握する
災害リスクのある場所から安全な場所への住み替えを促す支援制度がある場合、住み替えを検討す

るかどうか

回答者の属性を把握し、属性別でクロス集計を行う性別、年齢、居住地区、居住年数、職業、世帯構成、移住の有無７．回答者の属性

将来のまちづくりへのアイデアや提案を収集する将来のまちづくりへのアイデアや提案など８． 自由意見

■アンケート設問（案）



６．今後の予定 17※スケジュールは計画策定の進捗状況等により変更になる場合があります。

検討の進め方

１.作業計画書の作成

２.関連計画・関係部局との施策の整理

３.都市の現状評価・分析・将来予測・課題検討

４.アンケート調査

５.基本方針．都市の骨格構造の検討

６.居住・都市機能誘導区域の設定、誘導施策の検討

７.公共交通ネットワークの検討

８.防災指針の策定

９.整備目標値の設定・施策の評価方法の検討

１０.計画素案の作成

１１.立地適正化計画の策定

１２.作業計画書の作成

１３.現在の都市計画マスタープランの検証

１４.上位・関連計画の内容把握及び整理

１５.都市の現況・課題の整理

１６.都市整備方針・地区別構想・将来目標の設定

１７.実現化方策の検討

１８.計画の改定

１９.会議等運営支援（庁内会議①、検討委員会➊、都市計画審議会 ） ① ➊ ② ➋ ③ ➌ ④ ➍

２０.市民の合意形成（説明会・パブリックコメント） 住説:5回 パブコメ

成果品作成

打合せ協議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立
地
適
正
化
計
画

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

令和9年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 33

共
通

10 11 12 1 25 6 7 8 9
検　討　項　目

令和8年度

庁内会議① 庁内会議② 庁内会議③
庁内会議④

都市計画審議会1

都市計画審議会2

策定委員会➋ 策定委員会➌

策定委員会➍

TODAY

策定委員会➊

❶
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内容
実施時期

回数
策定委員会庁内会議

立地適正化計画策定及び都市計画マスタープラン改定の趣旨

上位関連計画、現況分析

アンケート実施方針の確認

スケジュールの共有

令和８年

９月１６日

（水）

令和８年

７月３１日
（金）

第１回

上位関連計画、現況分析の報告

アンケート結果の報告

現行計画の検証結果の報告

災害リスク分析に関するデータの整理

地区ごとの防災上の課題の整理

計画見直し方針の確認

令和９年

２月頃

令和９年

１月頃
第２回

立地適正化計画、都市計画マスタープランの記載内容

（計画（素案）の報告）

令和９年

８月頃

令和９年

７月頃
第３回

計画（案）の報告
令和１０年

２月頃

令和１０年

１月頃
第４回

庁内会議及び策定委員会の議題（案）


